
         宮 島 ・武 屠:ヂ リス根の有穀成分定最に開 する研究 (1ず■報)

      デ リス根 の有敷成分定童に關す る研究

                (第10報)①

          デ リス根粉末の光線 に依 る奨質 に就 て

      '    武 居 研 、究 室

                     宮  島  式. 郎

                農學博士 武 居 三 吉

 余等は前報②でデリス乾燥根の水抽出液の光線に依る攣質に就て報告したが,デ リス剤を農

藥として使用する場合多くは液剤として轟禮叉は植物髄疋噴霧して接燭剤,毒 剤或は忌避剤と

しての奴果を著さしめてゐる・然しデリス根粉末を撒布しても同様の数果を期待 し得る場合も

あるが此ノ)場合は液剛 こ比して一般に有数成分の含有量の高V・ものを用ぴる必要があり其 上
                           ～

飛 散 し 易V・た め に 飴 陛熟 練 しなV・限 り損 失 量 が 大 き い檬 に 考 へ られ る.外 國 で は 此 の粉 末 の 撒

布 こ依 つて 害 贔 騙 除 を大 々的 に行 つ て ゐ る所 もあ り,今 後我 國 σ も行 はれ る事 も考 へ られ る・

               虜 理 後 試 験 開 始 迄 の 縄 過 日 藪
     慮 理 別  状 態

                0   3～5   6～駄   9{げ11   12～14   20

              Rotenon O.75%粉 末 撒 布

         死%  1244160

   E光 照 射 瀕 死%   69 96 8 8 0

         言16     %     '       81     100      12      24       0

         死     %     66     52     27     39     22

   日         権ξ  瀕  死  %     29     45 噛   69     53     63

         言t     ヲ6     95     97     96     92     86

              Rotenon O.Q18%液 齊1噴 霧

・光照噸 死三1揃

         死%251312180

   日         罹糞  泌1  タピ  %     61     73     76     50     68

         言†     %     86     86    - 88     68     68

                  (66)
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ヂ リス根粉 末 を撒 布 した 場 合 太 陽 光 線 に照 射 さ 江 て光 線 と熟 との 爾 作 用 に依 つ て攣 質 を起 す事

は 既 に 獲 表 した余 等 わ研 究2'3)に 依 つ て も容 易 に推 察 し得 るの で あ るが.此 の 窯 に 就V・て は,

Todd氏 ω が 生 物 學 的1ご研 究 して ゐ る.そ れ に 依 る と同氏 はRotenon 5%含 有 デ リス根 粉 末 を

化 粧 用 滑 石で 稀 繹 して0.75%の 粉 末 とし或 は0.018%の 液飼 と し て奮 豆 の籏 葉 に撒 布 又 は 噴 霧 し

て 一 足 日籔 日光!τ晒 し或 は 日蔭 に 置 き金網 籠 ε園 つ て 此 の 中 にMexican bean beetle(Epila-

chm varivestis Muls)を 放 飼 して生 物 試 験 し た結 果次 の様 で あつ た と報 告 して ゐ る・

 此 の表e見 る と,日 光 照 射 した もの は 日蔭 つもの に比 し て何 れ も速 か に数 力 を失 ふ もの で あ

る ・肯 ほWisecup氏 等`5)も 同様 の實 験 を行 つて数 力 の減 少 を認 め て ゐ る.

 余 等 〆ま第4報 ㈲ で チ リス根 粉 末 ま聞 接 光 線 に依 つ て は容 易に 攣 質 しなV・事 を述 べ て置V・た が

本 研 究 で は デ リス根 粉 末 或 は デ リス根 の有 敷 成分 を含 有 した 人 造 粉 末 を 日光 に 一 定 時 間 照 射 し

た もの を化 學 的 に有 数 成 分 淺 存 量 を定 量 し て其 の攣 質 の朕 態 を研 究 した の で 其 の結 果 を藪 に報

告す る.'                .

                實      験

 試 料 の調 製1デ リス根 粉 末 は乾 燥 デ リス 根 を細 か く裁 斯 して胴 掲 で 粉 砕 し50目(1cm間 の 目

敏)以 上 の 微 粉 と した もの で,デ リス根 有 敷 成 分 を含有 した 人造 粉 末 は デ リス根 の ベ ン ゾー ル

抽 出 物729を ベ ン)ノール 約800ccに 溶解 して 此 の 中に 透藻 土 の微 粉3289を 投 入 し良 く撹 拝 し抵 溜

で ベ ン ゾール を 回 牧 し更 、こ数 日間 室 内 σ風 乾 して完 全'τペ ン ゾー ル を除 去1粉 確 機 にか け て 固

塊 に なつ:セ もの を確 い て微 粉 と した もの で あ る.            ・

 試 料 の 虞理:上 記2試 料 各30.Ogを 径2Ccmゐ ペ ト リ皿 に採 り蓋 を して9月10日 か・ら10月25日

迄 の 晴 天 の時 を選 ん で太 陽 の蔵 射 光 線 に一定 時 間照 射 した 。 試 料 約0。5cmの 風 ヒな つ て ゐ るの

で 出 寒 る丈 け均 等 に 照 射 させ る爲 ゼこ此 の 間毎 日1～2同 携 拝 した,

 分 析 法:上 記 の様 て庭 理 した試 料 に就 き便 宜上 ク ロ ロ ホル ムで 全 抽 出物 を作 り,更 に エ ー テ

ル で その 中 の結 晶Rotnon乞 定 量 した の で 其 方法 を略 述 す る ・ 郎 ちペ トリ皿 の 内 容 は 夫 々細 口

試 藥 瓶50Ccc蓉)に 移 し ク 哲 ロ ホ ル ム300.Occを 加 へ 密栓 し て時 々振 盟 し て室 温 に5時 間 放置 し て

抽 禺 し,蒸 獲 を防 ぐた め に ペ ト リ皿 の蓋 を用 意 した 大 型 漏 斗(脛 約15cm)で 襲 附 濾 紙 で 速 か に

常 墜 濾 別 し濾 液 か ら200.ρccを 豫 め秤 量 した300cc容 三 角 瓶 に取 リク ロ ロホル ム を蒸 獲 同牧 して

淺 留 物 を70～800に 加 熱 して豊 化石 次 眞 室 乾燥 器 中 で恒 量 とし た もの を5倍 して"全 ク ロ ロホ

ル ム抽 出物"の%を 知 る.此 の"全(し)クロ ロ ホル ム抽 出物,'に3倍 量(重 量)の エ ーテ ル を加 へ

て 冷 却 講 を附 し て湯 煎 上 で加 温 して樹 脂 状 物 を溶解 して か ら飛 散 した エ ー テル を追 補 し施 栓 し

て1夜 室温 に放 置 魯 し てRotenonの 晶 出 を促 し,結 晶 は 目皿 を附 した 漏 斗 内 に減 璽 吸 引 し て捕

     亀

   普 通 の場合 には1夜 冷藏 して抽閏 を促すの であ る がE光 照射す る と前報く2》に も報告 した様に エ

  {テ ルや酒情 に難溶 な尉脂 状物が生成 されて ゐ るから此 の物 が結 晶 と共 に沈降 する・ これ を防 ぐた

  めに此 の場合 は特 に冷藏 しない・

                    〔67)
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集 し漏 液 が 無 色(な る迄 氷 冷 した エ ーテ ルで 洗 猴 して 加 ら加 熱乾 燥 して秤 量 し之 に5倍 して,

`・結 晶R・t・n・n"の%を 知 る.結 晶K・t・nρnを 分=御 ・ノモ濾 液 は エ ー テ ル を乾 固 して 上 記 の 檬 に

盧 理 して恒 量 と し5倍 して"非 拮晶 塵物"の%ξ=知 る・ 此 の非 結 晶 壇ゴ㌻仲1)結 晶 性 域 分 は 第5

報(6)に 述 べ.セ と杢 く同様 こ1.てDehydrg!ヒ 合物1=!.,で 定 『 した.典 の結 ∫1続裏 示 ナ'ちと次 の 檬

で あ る,表 中 ノ)数事-粉 束 誌:こμ009中 に存 海 し 物 巽 の9救(%)を 示 し,杢 右 ゴ  量 ほ酸 化

脆 水Dehydro混 合 物 量 か ら直 接 脆 水Dehydro混 合 物 量 と減 じ, cれ に 結 晶 量Roてenonを 加 へ た

もので あ る.

                    第 1表

                デ リ ス 根 粉 末 の 場 合

  
  

                   第2表

        デ リ ス 根 有 敢 成 分 を 含 有 せ る 人 邉 粉 末 の 場 合

  
  
  
  

  

  

  

  

  
                                            '

 念 の た め第6號 σ得 セ結 晶Rotenenを 精 製 した 結 果何 ゆ も眞iEノ)鰍otenon禰 虫黒占1631})で あ つ

た.

 此 の表6見 る と何 托 の 試 料 に於 て も全 ク 質 ・ホ ル ム抽 出 物 量d:殆 ん ど愛 り無(む)い・然 し 日光 照

射 峙 間 が 大 な る に 從 つて結 晶Rotenon及 び全 有数 結 品 量 は漸 次 減 少 を示 すが 結 晶Rotenonの 減

  全 工炉テル可溶 物量は全 クロロホルム抽出物 趾に等 しくな るべ きであ るけれ共.本 實験 で はク ロ

  ロホルムに易溶 でエーテ ルや酒精 に難溶 りものもあ り叉分離0際 の多少 の損失 もあつて全 工一 テル

  可溶物量 は稽 々値 が小 さい.

                    (68)
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少 牽 は蚕 有 数 結 晶 量 の そ れ に 比較 して高 率 さ ある・ 此 の 事 、ま結 晶Rotenonの 一部 が 光 線:(依 つ

て非 結 晶 性 の樹 脂 歌 物 て攣 質 し他 の一・部 は樹 脂 朕 物 に攣 質 す る過 程 に あ っ て エ ーテ ル に 易溶 な

もの とな 鉱 從 つ て結 晶ROtenonと して は定 量 出來 無 くしてDehydro化 合物 とし て定 量 し得 た

もの と考 へ 院,れる.

 本研 究7)結 具 二依 る とTodJ氏 の研 究 の様 こは速 う・に攣 質 乞起 さなV・が,之 ぽ本 實 験 で は前

記 ノニ檬:こ粉 末)く丁激 厚 し・暦 を爲 し てゐ た た めに光 線D影 響 が 少 な か つ た のに 起 因 ずる もめ と思

は れ る ・免 に角 日光 直 射 す る と有敷 成分 が漸 次減 少 す る事 は本 研究 に依 つ て も明 かで あ る.從

つ て 農 藥 と して デ リス根粉 末 を撒 布 す る場 合 に も粉 末 の暦 は極 め て薄 く,且 つ夏 季 の 張 い 太 陽

光 線 に照 射 され る 爲 に 比較 的 短 期間 で其 の致 力 を失 ふ事 が 考 へ られ る.從 つて 毒 剤 或 は忌 遜 剤

と し て粉 末 を用 ひ る場 含 に も此 の 黙 豫 め心 得 て置 か ね ば な ら な い,

                要       約

 1・ 本 報 で は デ リス根 籾 末 及 び デ リス根 の 有数 成分 を 含有 した人 造粉 末 の直 射 太 陽 光 線 に依

  る攣 質に 就 て研 究 した.     .  ,

 2・ そ の 結 果 此 等 の粉 末 剤 を農 藥 と して使 用 す る場 合 直 射 太 陽 光 線 の た め に 比 較 的 短 期 間 の

  数 力 を失 ふ事 が 考 へ られ る.

 3・ 是 等 の デ リス剤 を毒 剤 或 は忌 避剤 と し て利 用 す る場 合 植 物髄 上 に 於 け る数 力 の 持綾 性 は

  他 の 無 機 剤 て比 して 著 し く短期 間で あ る と見 るべ きで あ る.

 本 研 究 費 の 一 部 は丈 部省 科 學 研究 費 及 び農 林省 委 託 研 究 費 に依 る もの で あつ て深 く感 謝 の意

を表 す る次 第 で あ る・
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